
坂東玉三郎
人間国宝

坂東玉三郎の究極の美を宿す魂と身体
　　　　　    磨き上げられた芸と、その素顔に迫る特別企画
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14:00開演（13:00開場）　

2023年

11月26日（日）

チケット発売日　

枚方市総合文化芸術センター
関西医大 大ホール
〒573-1191 大阪府枚方市新町 2丁目 1番 60号
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チケット料金（全席指定・消費税込）
A 席 5,500 円　B席 4,000 円

※各日10：00より発売

購入方法　

※残席がある場合のみ
会員先行
（電話・WEB） 2023年8月12日（土）

WEB予約・購入（24 時間受付） 枚方市総合文化芸術センターオンラインチケットからお申込みhttps://hirakata-arts.jp/ticket/

電話（ナビダイヤル）予約・購入 枚方市総合文化芸術センターチケットデスクに電話
0570-008-310（10:00 ～17:00／休館日を除く）

本館窓口購入（10:00 ～20:00／休館日を除く）※一般発売開始日の翌日から販売。( 残席がある場合のみ )

チケットぴあ（https://t.pia.jp/　Pコード 521-094） ローソンチケット（https://l-tike.com/　Lコード 52797）

一般
（電話・WEB） 2023年8月23日（水）

一般
（窓口）

2023年8月24日（木）
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主催：枚方市総合文化芸術センター指定管理者 アートシティひらかた共同事業体　　制作：ドゥ デザイン

お問い合わせ：枚方市総合文化芸術センター本館
TEL 072-845-4910（休館日：第 4 火曜日※祝日を除く）  https://hirakata-arts.jp/

※未就学児の入場はご遠慮ください。 
※止むを得ない事情により、公演内
容が一部変更になる場合がございま
す。ご了承ください。 ※車いす席は
センターチケットデスク・本館窓口
のみでのお取り扱いです。



本館1階総合受付

チケット受取 下記どちらかでお引き取りください。

お支払方法

※購入後のチケットの変更・払い戻しはお受けできません。 ※予約有効期日までにお支払い頂けない場合は、予
約取消しとなります。 ※手数料等はお客様のご負担となります。セブン-イレブン決済手数料 165 円、発券手数料
1枚につき 110 円。（公演によって異なる場合があります。） ※クレジットカード決済の場合、お支払いは一回払いの
みとなります。 

枚方市総合文化芸術センターチケットデスク

※プレイガイドでご購入のお客様は、各プレイガイドの引取方法をご確認ください。
● 枚方市総合文化芸術センター本館 1階 総合受付  ● 各セブン-イレブン店頭

● 現金  ● キャッシュレス決済（交通系ICカードなど）
● クレジットカード（JCB・VISA・Mastercard・アメリカン・エキスプレス）

チケットに関するお問い合わせ

入会費・年会費無料

特
典

https://hirakata-arts.jp/membership/

主催・共催公演チケットの先行予約
メールマガジンの配信
会員限定イベントの開催

セブン-イレブン店頭 ● 現金  ● クレジットカード

TEL 0570-008-310（10:00～17:00／休館日を除く）

先行予約会員組織

アクセスマップ

[本館]〒573-1191 大阪府枚方市新町2丁目1番60号
　　　（休館日：第4火曜日※祝日を除く）
京阪電車「枚方市」駅から徒歩約5分／駐車場(有料)の
数に限りがあります。公共交通機関をご利用ください。

枚方市総合文化芸術センター

「CLUB H-Arts」（クラブハーツ）ご案内

ご入会はインターネットのみの受付です。
詳細はホームページをご覧ください。
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1957年12月東横ホール『寺子屋』の小太郎で坂東喜の字を名のり初舞台。
1964年6月十四代目守田勘弥の養子となり、歌舞伎座『心中刃は氷の朔日』のお
たまほかで五代目坂東玉三郎を襲名。泉鏡花の唯美的な世界の舞台化にも意欲
的で、代表作の『天守物語』をはじめ数々の優れた舞台を創りあげてきた。また
歌舞伎の枠を超えて、世界の芸術家まで大きな影響を与え、賞賛を得てきた。若
くしてニューヨークのメトロポリタン歌劇場に招聘されて『鷺娘』を踊って絶
賛されたのをはじめ、アンジェイ・ワイダやダニエル・シュミット、ヨーヨー・マ
など世界の超一流の芸術家たちと多彩なコラボレーションを展開し、国際的に
活躍。映画監督としても独自の映像美を創造。2012年9月に、歌舞伎女方として
5人目となる重要無形文化財保持者（人間国宝）に認定、また2013年にはフラン
ス芸術文化章最高章「コマンドゥール」を受章した。
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坂東玉三郎
大和屋（五代目）

お話と素踊り

皆様からの質問に、坂東玉三郎さんご本人がお答えします。
以下内容を明記の上、メール、FAXで 11月 15日（水）までにお送りください。

１．ペンネーム　２．住所（市町村まで）　３．座席番号　４．質問

メール：seisaku-hirakata@sps.sgn.ne.jp　FAX:072-845-4912

トークコ
ーナー

質問募集
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